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こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
。

　

こ
の
貸
付
を
希
望
さ

れ
る
組
合
員
の
方
は
、

必
要
な
書
類
を
用
意
の

上
、
最
寄
り
の
日
本
制

作
金
融
公
庫
の
各
支
店

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
必
要
書
類

①
「
振
興
事
業
に
係
る

資
金
証
明
書
」
↓
組
合

本
部
で
発
行
し
ま
す
。

組
合
本
部
ま
で
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
発
生
に

よ
る
影
響
に
関
す
る
確

認
資
料
」
↓
組
合
本
部

と
日
本
政
策
金
融
公
庫

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

記
入
の
上
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

終
息
の
先
行
き
は
見

通
せ
ず
、
業
界
全
体
で

来
店
客
数
の
大
幅
減
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
資
金

繰
り
が
厳
し
く
な
り
そ

う
な
と
こ
ろ
は
、
無
理

を
せ
ず
、
こ
の
融
資
を

活
用
し
て
、
国
難
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

締
め
切

り
直
前
に

国
に
よ
る

融
資
の
利

息
の
実
質

無
償
化
が

発
表
さ
れ

ま
し
た
。

資
料
の
特

別
利
子
補

給
制
度
を

ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

続
々
と

融
資
等
の

国
に
よ
る

施
策
が
、

出
て
き
て
い
ま
す
。
常

に
最
新
の
情
報
を
仕
入

れ
、
対
応
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。

　

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ

緊
急
対
応
策
に
伴
い
、

公
庫
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
た
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に

向
け
た
融
資
制
度
を
拡

充
し
、
３
月
17
日
か
ら

取
扱
を
始
め
た
。

　

ま
た
、「
生
活
衛
生
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
特
別
貸
付
」
で
は
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
、
当
初
３
年
間

は
３
︐
０
０
０
万
円
を

限
度
と
し
て
、
災
害
発

生
時
の
融
資
制
度
に
適

用
さ
れ
る
利

率
か
ら
０
．

９
％
軽
減
し

た
利
率
が
適

用
さ
れ
、
後

日
、
低
減
し
た
利
率
の

利
息
部
分
を
返
還
す
る

利
子
補
給
を
受
け
る
こ

と
で
、
実
質
的
に
無
利

子
で
利
用
で
き
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

す
し
組
合
対
応
緊
急
融
資
創
設

　

令
和
２
年
２
月
21
日

よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
発
生
に
よ
る
売

り
上
げ
減
少
に
対
す
る

日
本
政
策
金
融
公
庫
に

よ
る
特
別
相
談
窓
口
が

設
置
さ
れ
、「
衛
生
環
境

激
変
特
別
貸
付
」
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
し
店
に
つ
い
て

は
、
別
枠
で
の
融
資
限

度
額
一
千
万
円
。
融
資

期
間
７
年
以
内
（
据
え

置
き
は
２
年
以
内
）。
利

率
は
組
合
員
専
用
利
率

で
年
０
．
３
１
～
１
．

２
６
％
。
取
扱
期
間
令

和
２
年
２
月
21
日
～
８

月
31
日
ま
で
。

　

対
象
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

発
生
に
よ
り
、
一
時
的

な
業
績
悪
化
か
ら
資
金

繰
り
に
支
障
を
来
し
て

お
り
、
次
の
⑴
、
⑵
に

該
当
す
る
飲
食
店
と
な

り
ま
す
。

⑴　

最
近
１
か
月
の
売

上
高
が
前
年
ま
た
は

前
々
年
の
同
期
と
比
較

し
て
10
％
以
上
減
少
し

て
お
り
、
か
つ
、
今
後

も
売
上
高
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
。

⑵　

中
長
期
的
に
業
況

が
回
復
し
、
発
展
す
る

　　新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため
　　一人一人が出来る感染症対策を！
・石鹸やアルコール消毒液などで、こまめに手を洗いましょう。
・ 咳やくしゃみはマスク、ティッシュ、ハンカチ、袖や上着の内側
で覆うなどの咳エチケットを行いましょう。
・ 持病がある方、ご高齢の方は特に、人込みの多い場所を避けるよ
うに注意しましょう。
・発熱など風邪の症状が見られるときは外出を控えましょう。

お願い
新型コロナウイルス感染予防のため、掲載している行事は延期・中
止など、今後変更される可能性があります。何卒ご了承ください。

速  報

公
庫
融
資
、
実
質
無
利
子
も

　

一
定
要
件
に
該
当
す
る
小
規
模
事
業
者
に

コロナウイルスに関する対応緊急融資説明会
於：日本政策金融公庫岡山支店６階

参 考
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組合に加入すれば数々の特典（メリット）が得られます。組合に加入すれば数々の特典（メリット）が得られます。
すし組合に入りませんか？

電話０８６－２２３－７７７９
〒700-0913　岡山市北区大供１丁目４番15号

組合に加入して同業者の
団結でお店の繁栄を !!

すし組合では、組織の団結の力でお店の繁栄と従業員の明るい将来
を築くために活発な活動を展開しております。
皆さんと共に学習しようではありませんか。

岡山県鮨商生活衛生同業組合は岡山県鮨商生活衛生同業組合は

（岡山・玉野・倉敷・津山・新見・備前の各支部で構成されています。）

あなたのお店が未だ未加入でしたら、これを機会にぜひご加入ください
ますようお願いいたします。　お申し込みはまずはお電話で !!

〒700-0971
岡山市北区野田４丁目11－１
TEL（086）246－5311
FAX（086）246－5411
E-mail ： info@print-k. jp

印刷のご用命
おまかせ下さい！ 岡

山
県
鮨
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
賛
助
会

会
長
　
干
　
田
　
浩
　
逸

ほ

し

だ

　

こ

う

い

ち

（
株
式
会
社
　
武
田
製
玉
部
代
表
者
）

新型コロナウイルスに関する相談窓口
日本政策金融公庫　全支店

　新型コロナウイルス感染症の発生により影響を受けた皆様方に耳寄りな情報です。
同感染症の発生により影響を受けた中小企業・小規模事業者や農林事業者等の皆さ
まからのご融資やご返済に関する相談に、政策金融機関として迅速かつきめ細やか
な対応を行なってまいります。

資金のお使いみち
経営を安定させるために必要な運転資金

ご利用いただける方
新型コロナウイルス感染症の発生により、一時的な業況悪化から資金繰
りに支障を来しており、次のいずれにも該当する旅館業、飲食店営業及
び喫茶店営業を営む方
⑴　 最近１ヵ月の売上高が前年または前々年の同期と比較して 10％以上

減少しており、かつ、今後も売上高の影響が見込まれること
⑵　中長期的に業況が回復し、発展することが見込まれること

融資限度額
別枠 1,000 万円（旅館業を営む方は、別枠 3,000 万円）

融資期間（うち据置期間）
７年以内（２年以内）

利率
基準利率。ただし、振興計画の認定を受けた生活衛生同業組合の組合
員の方については、特別利率Ｃ（基準利率－ 0.9％）

取扱期間
令和２年２月 21日（金）から令和２年８月 31日（月）まで

お申し込みに必要な書類
ご利用にあたっては、「新型コロナウイルス感染症の発生による影響に関
する確認資料」のほかに、振興計画の認定を受けた生活衛生同業組合
の組合員の方については、生活衛生同業組合の長が発行する「振興事
業に係る資金証明書」が必要となります。

★公庫はじめ、いろいろな融資があります。それぞれでご確認ください。

　

米
国
生
物
兵
器
禁
止
法

（B
iological W

eapons 
A

nti-Terrorism
 A

ct of 
1989

）
の
起
草
者
フ
ラ
ン

シ
ス
・
ボ
イ
ル
博
士
は
、

「
わ
れ
わ
れ
が
戦
っ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
危
険
な
生
物
兵
器
に

他
な
ら
な
い
」
と
考
え
て

い
る
。

　

感
染
の
中
心
地
で
あ
る

中
国
湖
北
省
武
漢
市
に
あ

る
武
漢
ウ
イ
ル
ス
研
究
所

に
つ
い
て
、
ボ
イ
ル
氏
は

「
研
究
所
で
は
以
前
に
も

流
出
事
故
が
報
告
さ
れ
て

い
る
」
と
付
け
加
え
た
。

　

ボ
イ
ル
氏
の
見
解
が
正

し
い
と
す
れ
ば
、
中
国
政

府
は
そ
う
し
た
生
物
兵
器

を
開
発
す
る
意
図
と
能
力

の
両
方
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

果
た
し
て
そ
れ
は
本
当
だ

ろ
う
か
？

　

中
国
共
産
党
が
、
国
連

の
生
物
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
生
物
兵
器
の
開
発

を
軍
事
的
優
位
性
を
得
る

た
め
の
重
要
な
鍵
と
見
な

し
て
い
る
こ
と
は
有
名
な

話
だ
。

　

中
国
人
民
解
放
軍

（PLA

）の
張
仕
波（Zhang 

Shibo

）
氏
が
２
０
１
７
年

に
出
版
し
た
著
書
『W

ar's 
N

ew
 H

igh Land

』
の
中

で
、「
現
代
の
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
は
、

民
族
攻
撃
を
含
む
攻
撃
能

力
に
特
有
の
強
い
兆
候
を

徐
々
に
示
し
つ
つ
あ
る
」

と
主
張
し
て
い
る
。

　

張
氏
は
、
他
の
民
族
を

殺
害
す
る
生
物
兵
器
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
の
だ
。

彼
を
単
な
る
過
激
派
だ
と

非
難
す
る
人
々
に
は
、
張

氏
が
第
18
回
中
央
委
員
会

（2012‒17

年
）
の
委
員
で

あ
り
、
国
防
大
学
の
前
学

長
で
あ
る
こ
と
を
心
に
留

め
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
中
国
共

産
党
に
生
物
兵
器
を
開
発

す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い

う
証
拠
に
疑
う
余
地
は
な

い
。

　

し
か
し
、
果
た
し
て
そ

れ
は
可
能
な
の
だ
ろ
う

か
？

　

中
国
が
生
物
学
的
超
兵

器
の
作
成
に
必
要
な
遺
伝

子
編
集
を
可
能
に
す
る
ク

リ
ス
パ
ー
（CR

ISPR

）

技
術
を
習
得
し
て
い
る

こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
最
近
で
は
、
エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス
（H

IV

）
に
耐

性
を
持
つ
よ
う
に
人
間
の

ゲ
ノ
ム
を
編
集
し
た
中
国

の
科
学
者
、
賀
建
奎
（H

e 
Jiankui

）
氏
が
、
懲
役
３

年
の
実
刑
判
決
を
受
け
て

い
る
。

　

攻
撃
用
生
物
兵
器
を
遺

伝
子
操
作
す
る
場
合
、
そ

れ
ら
を
格
納
容
器
か
ら
流

出
さ
せ
な
い
た
め
の
安
全

な
設
備
が
必
要
と
な
る
。

中
国
に
あ
る
レ
ベ
ル
４
の

微
生
物
学
研
究
所
は
、
武

漢
市
に
あ
る
武
漢
ウ
イ
ル

ス
研
究
所
た
だ
１
つ
だ
。

　

技
術
と
設
備
に
加
え

て
、
生
体
材
料
も
必
要
だ
。

こ
れ
は
自
然
界
で
最
も
危

険
な
ウ
イ
ル
ス
を
手
に
す

る
こ
と
を
意
味
し
、
致
死

力
を
高
め
る
た
め
に
そ
れ

ら
の
特
性
を
操
作
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

別
の
動
物
か
ら
集
め
た
ウ

イ
ル
ス
を
人
か
ら
人
へ
の

感
染
力
を
強
化
す
る
こ

と
、
ま
た
は
感
染
者
に
症

状
が
現
れ
る
ま
で
の
潜
伏

期
間
を
伸
ば
す
こ
と
な
ど

が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　

武
漢
研
究
所
が
地
球
上

で
最
も
致
死
力
の
高
い
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
い
く
つ

か
を
入
手
し
た
と
い
う
決

定
的
な
証
拠
が
あ
る
。
昨

新型コロナウイルス感染症にかかる
衛生環境激変特別貸付

（国民生活事業）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
生
物
兵
器
な
の

か
？
　
中
国
政
権
に
よ
る
細
菌
戦
争
の
意

図
と
そ
の
可
能
性
を
探
る
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年
、
中
国
出
身
の
邱
香
果

（X
iangguo Q

iu

）
博
士

と
そ
の
夫
で
あ
る
成
克
定

（K
eding Chang

）
博
士

が
、
王
立
カ
ナ
ダ
騎
馬
警

察
（RCM

P
）
に
よ
っ
て

知
的
財
産
窃
盗
の
疑
い
で

カ
ナ
ダ
の
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市

に
あ
る
国
立
微
生
物
研
究

所
（N

M
L

）
か
ら
連
行

さ
れ
た
。
こ
の
研
究
所
は

カ
ナ
ダ
唯
一
の
レ
ベ
ル
４

の
微
生
物
学
研
究
所
、
つ

ま
り
中
国
が
武
漢
市
で
運

営
し
て
い
る
も
の
と
同
じ

種
類
の
研
究
所
で
あ
る
。

Q
iu

は
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
夫
はSA

RS

に

関
す
る
研
究
を
発
表
し
て

い
る
。RCM

P

の
調
査
に

よ
れ
ば
、
両
者
が
た
び
た

び
武
漢
の
研
究
所
へ
戻
っ

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

　

結
論
と
し
て
、
中
国
に

は
生
物
兵
器
を
作
成
す
る

た
め
に
必
要
な
技
術
、
設

備
、
お
よ
び
生
体
材
料
が

す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

主
流
メ
デ
ィ
ア
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
陰

謀
な
ど
で
は
な
く
自
然
の

産
物
だ
と
わ
れ
わ
れ
を
納

得
さ
せ
、
そ
れ
に
反
対
す

る
人
々
を
頭
の
お
か
し
い

陰
謀
論
者
に
仕
立
て
上
げ

た
。

　

イ
ン
ド
人
ウ
イ
ル
ス
学

者
ら
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
はH

IV

遺
伝
子

配
列
に
類
似
し
た
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示

唆
す
る
論
文
を
発
表
す
る

と
、
激
し
く
攻
撃
さ
れ
撤

回
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

論
文
を
批
判
し
た
者
た
ち

は
、H

IV

が
挿
入
さ
れ

た
と
仮
定
し
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
ヒ

ト
免
疫
系
を
傷
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
主
張
し

た
。

　

実
際
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
「
進
行
性

リ
ン
パ
球
の
減
少
」
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
証
拠
は
あ
る
。
し

か
し
、
た
と
え
証
拠
が
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
何
の
証
明
に
も
な
り
は

し
な
い
。
開
発
中
の
生
物

兵
器
が
意
図
し
た
ほ
ど
う

ま
く
機
能
し
な
い
と
い
う

事
実
は
、
生
物
兵
器
で
は

な
い
と
い
う
証
拠
に
は
な

ら
な
い
。
単
に
ま
だ
準
備

が
整
っ
て

い
な
い
と

い
う
だ
け

の
こ
と
だ
。

そ
れ
が
開

発
中
の
生

物
兵
器
か

ど
う
か
に

か
か
わ
ら

ず
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が

武
漢
ウ
イ

ル
ス
研
究

所
か
ら
流

出
し
た
こ
と
を
疑
う
理
由

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

も
し
最
初
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

単
に
動
物
か
ら
人
へ
の
偶

発
的
な
感
染
だ
っ
た
と
し

た
ら
、
中
国
の
ど
の
地
域

で
発
生
し
て
い
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
流
行
の
中

心
地
が
た
ま
た
ま
中
国

で
唯
一
の
レ
ベ
ル
４
の

研
究
所
が
あ
る
、
人
口

１
１
０
０
万
人
の
都
市
だ

と
い
う
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。
偶
然
か
？
私
は
そ

う
は
思
わ
な
い
。

　

中
国
で
は
過
去
に
も

似
た
よ
う
な
研
究
所
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
２
０
０
４
年
に

はSA
RS

ウ
イ
ル
ス
が

北
京
の
研
究
所
か
ら
２
回

流
出
し
て
お
り
、
病
気
の

流
行
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
武
漢
の
設
備
は
最
先

端
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
中
国
の
安
全
基
準

は
一
般
的
に
著
し
く
緩
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
し

中
国
の
科
学
者
た
ち
が
生

物
兵
器
の
研
究
と
開
発
を

急
が
さ
れ
て
い
た
と
し
た

ら
、
手
抜
き
が
あ
っ
た
と

見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。

　

も
う
１
つ
注
目
す
べ
き

点
は
、
中
国
共
産
党
当
局

の
反
応
だ
。
北
京
は
、
感

染
の
拡
大
を
ご
ま
か
す

た
め
に
途
方
も
な
い
時
間

を
費
や
し
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
キ
ッ
ト

は
、
ほ
と
ん
ど
の
症
例
が

診
断
さ
れ
な
い
よ
う
に
調

整
さ
れ
て
い
る
。
死
因
の

ほ
と
ん
ど
を
肺
炎
な
ど
の

他
の
原
因
の
せ
い
に
し

て
、
葬
儀
を
行
う
こ
と
も

禁
止
さ
れ
た
。
遺
体
は
正

式
な
手
続
き
な
し
で
次
々

と
火
葬
場
へ
と
運
ば
れ
、

武
漢
市
に
あ
る
遺
体
焼
却

場
は
、
流
行
の
規
模
を
示

す
証
拠
を
抹
消
す
る
た
め

に
昼
夜
問
わ
ず
稼
働
し
続

け
た
。

　

流
行
初
期
に
は
、
病
院

内
で
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
多
数
の
症
例
が
見
ら
れ

た
と
報
告
し
た
罪
で
、
８

人
の
医
師
ら
が
逮
捕
さ
れ

て
い
る
。
医
師
ら
は
「
虚

偽
の
陳
述
」「
デ
マ
の
拡

散
」
な
ど
を
理
由
に
告
訴

さ
れ
、
罪
を
認
め
る
ま

で
釈
放
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
告
発
者
の

一
人
で
あ
る
李
文
亮
（Li 

W
enliang

）
医
師
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、
今
や
彼
ら

は
国
民
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し

て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

　

感
染
の
発
生
源
に
関
し

て
も
、
当
局
は
ウ
ソ
の
連

続
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ま

ず
、
武
漢
市
の
海
産
物
卸

売
市
場
で
販
売
さ
れ
て
い

る
ヘ
ビ
や
コ
ウ
モ
リ
を
槍

玉
に
挙
げ
て
市
場
を
封
鎖

し
た
。
し
か
し
す
ぐ
に
、

ヘ
ビ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
お
ら

ず
、
コ
ウ
モ
リ
は
同
市
場

で
は
売
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
出
し
た
中
国
の
生
物

兵
器
で
あ
る
と
い
う
理
論

を
証
明
す
る
最
後
の
証
拠

が
あ
る
。
中
国
で
は
、
米

国
が
中
国
国
民
に
対
し
て

意
図
的
に
生
物
兵
器
を
解

き
放
っ
た
と
い
う
噂
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
拡
散

し
て
い
る
。

　

感
染
流
行
に
関
す
る
正

確
な
報
告
が
中
国
当
局
に

潰
さ
れ
て
い
る
一
方
、
こ

の
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
主
張

が
検
閲
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
自
ら
が
犯
し
た
犯
罪

の
責
任
を
、
主
要
な
地
政

学
的
ラ
イ
バ
ル
に
負
わ
せ

る
と
は
、
何
と
も
共
産
党

の
指
導
者
ら
し
い
行
動
で

あ
る
。

　

彼
ら
は
こ
う
し
た
ウ
ソ

と
言
い
逃
れ
に
よ
っ
て
、

感
染
拡
大
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
自
ら
の
無
能

さ
を
誤
魔
化
そ
う
と
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
れ

と
も
よ
り
大
き
な
何
か
、

た
と
え
ば
感
染
発
生
の
共

犯
者
を
隠
そ
う
と
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
生
物
兵
器
と
し
て
使
用

す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
正
確
に
は
わ
か
ら

な
い
。
し
か
し
、
欧
米
の

主
要
な
メ
デ
ィ
ア
が
そ
の

可
能
性
を
被
害
妄
想
と
し

て
は
ね
の
け
よ
う
と
躍
起

に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

し
か
し
証
拠
は
明
ら
か

だ
。
人
民
解
放
軍
の
将
軍

が
、
欧
米
技
術
の
盗
用
と

ウ
イ
ル
ス
サ
ン
プ
ル
の
窃

盗
が
許
さ
れ
て
い
る
間
に

強
力
な
生
物
兵
器
を
開
発

し
よ
う
と
急
い
で
い
た
と

語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
生
物
兵
器
開

発
へ
の
圧
力
に
よ
っ
て
、

武
漢
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
の

安
全
基
準
が
軽
視
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

研
究
所
か
ら
流
出
し
た
と

考
え
る
の
が
、
最
も
合
理

的
な
仮
定
だ
と
言
え
る
。

　

中
国
政
権
が
地
球
上
の

支
配
者
と
し
て
米
国
に

取
っ
て
代
わ
る
た
め
の
戦

略
と
し
て
、
中
国
共
産
党

が
こ
う
し
た
兵
器
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

は
明
ら
か
だ
。

　

一
度
、
中
国
共
産
党
指

導
者
ら
が
生
物
兵
器
を
完

成
さ
せ
た
と
き
、
彼
ら
は

世
界
的
支
配
者
と
な
る

「
チ
ャ
イ
ナ
ド
リ
ー
ム
」
を

達
成
す
る
た
め
に
脅
威
的

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
解
き

放
つ
こ
と
を
た
め
ら
う
だ

ろ
う
か
？
共
産
党
の
指
導

者
が
そ
の
よ
う
な
「
暗
殺

者
の
矛
」
を
使
用
す
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
と
疑
う

人
は
、
ど
の
よ
う
な
道
徳

心
や
倫
理
観
が
彼
ら
を
自

制
さ
せ
る
の
か
明
確
に
説

明
し
て
ほ
し
い
。
な
ぜ
な

ら
私
に
は
何
も
思
い
つ
か

な
い
か
ら
だ
。

　

中
国
指
導
者
ら
に
と
っ

て
の
唯
一
の
真
の
驚
き

は
、
中
国
自
身
が
、
他
国

に
ば
ら
ま
こ
う
と
画
策
し

て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
源
と
な
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

執
筆
者
：

Steven W
.M

osher

（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
モ
ッ

シ
ャ
ー
）

人
口
研
究
所
所
長
。
著
書

に
『
ア
ジ
ア
の
脅
威:

な

ぜ
中
国
の
夢
が
世
界
秩

序
へ
の
新
た
な
脅
威
な
の

か
』
な
ど
。

記
事
は
英
語
大
紀
元
へ
の

寄
稿
記
事
の
翻
訳
で
す
。

記
事
内
容
は
、
必
ず
し
も

本
サ
イ
ト
の
見
解
を
反
映

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

（
こ
の
記
事
はepochtim

es
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
か
ら
引
用
し
た
も
の
で

す
）

2020 年 2 月 6 日、中国湖北省武漢市の「火眼」
研究所で、検査技師が新しいコロナウイルスの検
査を受ける人から採取したサンプルを調査してい
る（STR/AFP via Getty Images）
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岡山営業所

すし飯、

玉子焼き、

大根つまに

検索トレハ　すし飯

この度ホームページが
リニューアルされて
やさしい画面に
変わりました。
是非開いて見てください。

２
月
度
定
例
理
事
会

　

岡
山
県
鮨
商
生
活
衛
生
同

業
組
合
（
髙
橋
理
事
長
）
は

２
月
17
日
㈬
午
後
２
時
30
分

よ
り
慈
恩
精
舎
（
専
務
理
事

の
お
店
）
で
久
し
ぶ
り
に
開

催
。
定
時
総
会
に
向
け
て
次

の
議
案
審
議
を
行
な
っ
た
。

主
な
議
案
は
来
月
３
月
に
行

う
定
例
理
事
会
に
持
ち
越
さ

れ
た
。

日　
時
：
２
年
２
月
19
日
㈬

場　
所
：
慈
恩
精
舎

出
席
者
：
髙
橋
、
栢
菅
、
藤

岡
、
河
内
、　
委
任

状
９
名

一
、
髙
橋
理
事
長
挨
拶

　
　

本
日
は
４
人
の
出
席
で

す
け
ど
重
要
な
案
件
で

す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
と
挨
拶
さ
れ
た
。

二
、
別
紙
の
通
り

三
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
。

　
　
別
紙
資
料
添
付
に
基
づ
い

て
、
ま
ず
、
基
本
方
針
か

ら
入
り
副
理
事
長
の
栢
菅

氏
が
読
み
上
げ
た
。

　
　

続
い
て
２
年
度
の
事
業

計
画
案
の
詳
細
な
説
明

を
資
料
に
基
づ
い
て
、

事
務
局
よ
り
説
明
が
な

さ
れ
、検
討
に
入
っ
た
。

こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い

て
は
、
３
月
度
の
理
事

会
に
於
い
て
再
度
図
る

こ
と
と
に
な
っ
た
。

四
、
令
和
２
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

　
　

別
紙
資
料
添
付
に
基
づ

き
会
計
部
長
が
欠
席
の

た
め
事
務
局
よ
り
概
略

説
明
を
行
い
、
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
は
昨
年

と
同
じ
金
額
を
示
し
た
。

　
　

こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い

て
も
３
月
度
の
理
事
会

に
於
い
て
再
度
図
る
こ

と
と
に
な
っ
た
。

五
、
通
常
総
会
に
つ
い
て（
予
定
）

　
　

と
き
：

　
　

令
和
２
年
６
月
23
日
㈫

　
　

と
こ
ろ
：

　
　

ホ
テ
ル
エ
ク
セ
ル
岡
山

　
　
岡
山
市
北
区
石
関
町
５
│
１

　
　

岡
山
支
部
総
会

　
　

14
：
00
～
14
：
10

　
　

理
事
会

　
　

14
：
10
～
14
：
20

　
　

総
会
14
：
20
～
14
：
45

　
　

懇
親
会

　
　

15
：
00
～
16
：
30

六
、
令
和
元
年
度
生
活
衛
生

関
係
営
業
対
策
事
業
費

補
助
金
交
付
に
関
す
る

実
施
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

活
用
方
法
に
つ
い
て

　
　

中
央
会
の
髙
嶋
氏
が
本

日
欠
席
の
た
め
、
添
付

資
料
を
議
長
に
提
出
さ

れ
た
も
の
を
読
み
上
げ

ら
れ
、
そ
し
て
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ

た
。
各
お
店
の
売
り
上

げ
に
結
び
つ
く
よ
う
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
要

望
が
な
さ
れ
た
。

七
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
連
し
た
感
染
症
に

つ
い
て

　
　

情
報
提
供
を
交
え
な
が

ら
話
し
あ
っ
た
。
手
洗

い
を
し
っ
か
り
と
す
る

よ
う
に
心
が
け
る
よ
う

助
言
し
た
。

八
、３
月
度
定
例
理
事
会
開

催
予
定
に
つ
い
て

　
　

日
時　

３
月
17
日
㈫
に

開
催
予
定

九
、
そ
の
他
に
つ
い
て

３
月
度
定
例
理
事
会

　

３
月
度
定
例
理
事
会
は
３

月
17
日
㈫
岡
山
市
平
和
町

「
㐂
楽
」（
副
理
事
長
の
お
店
）

に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
定

時
総
会
に
向
け
、
諸
議
案
を

審
議
。
審
議
事
項
は
次
の
通

り
。
了
承
さ
れ
た
。

日　
時
：
２
年
３
月
17
日
㈫

場　
所
：
㐂
楽

出
席
者
：
髙
橋
、
栢
菅
、
藤

岡
、
河
内
、　
委
任

状
９
名

一
、
髙
橋
理
事
長
挨
拶

　
　

こ
れ
よ
り
３
月
度
定
例

理
事
会
を
始
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
ご
審

議
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
と
挨
拶

二
、
別
紙
の
通
り

　
　

資
料
に
目
を
通
し
た
と

こ
ろ
で
次
の
議
題
に
進

ん
だ
。

三
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　
　

別
紙
資
料
添
付

　
　

２
月
度
に
引
き
続
き
資

料
に
基
づ
い
て
議
案
を

審
議
し
承
認
さ
れ
総
会

に
上
程
。

四
、
令
和
２
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

　
　

別
紙
資
料
添
付

　
　

２
月
度
に
引
き
続
き
資

料
に
基
づ
い
て
議
案
を

審
議
し
、
承
認
さ
れ
総

会
に
上
程
。

五
、
通
常
総
会
に
つ
い
て（
予
定
）

　
　

令
和
２
年
６
月
23
日
㈫

　
　

と
こ
ろ
：

　
　

ホ
テ
ル
エ
ク
セ
ル
岡
山

　
　
岡
山
市
北
区
石
関
町
５
│
１

　
　

予
定
時
間

　
　

岡
山
支
部
総
会

　
　

14
：
00
～
14
：
10

　
　

理
事
会

　
　

14
：
10
～
14
：
20

　
　

総
会
14
：
20
～
14
：
45

　
　

懇
親
会

　
　

15
：
00
～
16
：
30

　
　
（
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
場
合
は
時
間
変
更
と

な
り
ま
す
。）

六
、
令
和
元
年
度
生
活
衛
生

関
係
営
業
対
策
事
業
費

補
助
金
交
付
に
関
す
る

実
施
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
鮨
を
食
す
」
と
題
し

た
活
用
方
法
に
つ
い
て

　
　
駅
・
観
光
地
、
図
書
館
、

学
校
、
各
お
店
等
に
置

か
し
て
、
頂
い
た
と
こ

ろ
非
常
に
人
気
が
高
く

て
２
万
冊
が
ア
ッ
と
い

う
間
に
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
何
が
そ

ん
な
に
人
気
か
と
言
う

と
握
り
ず
し
の
鮨
ネ
タ

を
写
真
で
表
示
し
た
下

に
、
日
本
語
、
英
語
、

韓
国
語
、
中
国
語
等
に

全
部
誰
に
で
も
読
め
る

よ
う
に
、
ふ
り
が
な
を

付
け
て
い
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
だ
か
ら
で
す
。

全
国
ど
こ
を
探
し
て
も

な
い
画
期
的
と
神
秘
的

だ
か
ら
で
す
。
特
に
学

生
さ
ん
に
人
気
で
す
。

七
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
連
し
た
感
染
症
に

つ
い
て

　
　

情
報
提
供

　
　
意
見
交
換
を
し
た
上
々
に

「
生
衛
コ
ロ
ナ
特
貸
し
」

に
つ
い
て
別
紙
資
料
の
通

り
案
内
を
事
務
局
よ
り
説

明
が
な
さ
れ
た
。

八
、４・５
月
度
定
例
理
事
会

開
催
に
つ
い
て

　
　
特
に
問
題
す
る
点
が
な

け
れ
ば
休
会
と
し
ま
す
。

九
、
そ
の
他
に
つ
い
て

総
務
だ
よ
り　
２
月

５
日　

元
年
度
観
光
振
興
委

員
・
地
域
振
興
委
員

会
特
別
講
座

　
　
　
（
於
）
岡
山
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー

５
日　
生
衛
業
出
前
体
験
教
室

　
　
　
（
於
）
岡
山
県
立
総
社

高
校

難
波
講
師

９
日　

橋
本
岳
と
行
く
カ
ニ

カ
ニ
日
帰
り
バ
ス
ツ

ワ
ー

10
日　

岡
山
す
し
新
聞
号
外

発
行

11
日　
逢
沢
一
郎
新
春
の
集
い

　
　
　
（
於
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
岡
山

12
日　

景
気
動
向
等
調
査
第

４
回
提
出
期
日

14
日　

岡
山
す
し
新
聞

３
６
３
号
発
行

17
日　

令
和
元
年
度
生
衛
業

経
営
セ
ミ
ナ
ー
岡
山

会
場

　
　
　
（
於
）
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ

ま
き
び

19
日　

２
月
度
定
例
理
事
会

　
　
　
（
於
）
慈
恩
精
舎

21
日　

ビ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
平

出
氏
来
組

25
日　

成
果
報
告
書
提
出

（
メ
ー
ル
）

　
　
　
（
於
）
厚
生
労
働
省
医

薬
・
生
活
衛
生

局
生
活
衛
生
課

組
合
振
興
係

28
日　

成
果
報
告
書
書
類
一

式
提
出
期
限

　
　
　
（
於
）
厚
生
労
働
省
医

薬
・
生
活
衛
生

局
生
活
衛
生
課

組
合
振
興
係

総
務
だ
よ
り　
３
月

２
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
発
生
に
よ
る
売
り

上
げ
減
少
に
対
す
る

日
本
政
策
金
融
公
庫

特
別
相
談
窓
口
設
置

３
日　

全
国
す
し
連
合
会
理

事
会

　
　
　
（
於
）
東
京
新
宿
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

髙
橋
理
事
長
出
席

９
日　
指
導
セ
ン
タ
ー
理
事
会

　
　
　
（
於
）
県
土
連
会
議
室

３
階

髙
橋
理
事
長
出
席

16
日　

指
導
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
生
活
衛
生
関
係

営
業
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
特

別
買
付
当
に
つ
い
て

説
明
会

　
　
　
（
於
）
日
本
政
策
金
融

公
庫
岡
山
支
店

６
階

河
内
出
席

17
日　

３
月
度
定
例
理
事
会

　
　
　
（
於
）
㐂
楽出席

者
５
名

23
日　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
進
協
議
会
総
会
開

催
を
中
止
し
、
書
面

で
の
審
議

25
日　

お
か
や
ま
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
第

４
回
理
事
会

　
　
　
（
於
）
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ

ま
き
３
階
た
ち

ば
な

栢
菅
出
席

26
日　

指
導
セ
ン
タ
ー
評
議

員
会

難
波
出
席

令
和
２
年
度
定
例
理
事
会

２月度定例理事会（於：慈恩精舎）




